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地域の特色ある教育を紹介します １
～食の王国“うまいもんどころ いばらき”の農業教育～

地域との交流・地域での人材育成「さわやか農業教育推進事業」【茨城県】

「平坦で広大な農地」「温和な気候」「豊かな自然」に

恵まれ，各地でおいしい産物がたくさんとれる茨城県は，

全国第１位の農業人口と全国第３位の農業粗生産額を誇

る日本でも有数の農業県です。

現在，県をあげて，「うまいもんどころ」のキャッチフ

レーズのもとに，いばらきの農林水産物のイメージアップ

と販売力強化のため，積極的なPRを展開しています。

また，県内には，つくば地区を中心にバイオテクノロ

ジーなどの農業技術開発拠点が集積しているほか，農学

部等を有する二つの国立大学が存在します。 ▲ 茨城産地マップ
このように農業先進県と言える恵まれた環境の中で，全国でも１・２を誇る広大

な敷地を持つ水戸農業高校をはじめ，農業に関する学科を設置する県立高校が７校

存在し，平成６年度からそれぞれの学校の特色を生かして，地域交流の促進と青年

農業者の育成を目指した「さわやか農業教育推進事業」が実施されています。

スクールファーム ～地域に開かれた学校を目指し，様々な人たちとの交流を…
地域の人々の役に立つことが生徒の自信につながります～

●コミュニティカレッジ ●緑と花の空間づくり

地域住民を対象に，生徒が講師とな 学校で栽培した草花等を生徒自ら

って，パンづくりや園芸講座などの公 の手で，駅，官公署，公民館等に提

開講座が行われています。 供しています。

講座を担当して… （生徒の感想）
園芸開放講座を一般の方々と協力し合

いいろいろなことを教えたり，楽しくそ
して仲良くやりました。
…最後に一番うれしかったことは，授

業が終わったときの講座を受講した方々
からの「今日はありがとうございまし
た。」の一言でした。

プランターを配付して…（生徒の感想）
地域の人々や官公署及び会社で働く

人々と交流を深められたと思う。今まで
花を配っていて老人ホームでは高齢の方
が喜んでくれた笑顔は印象深い。こうい
う一瞬一瞬が「花配りをやってよかっ
た。」と大切に思うようになった。…こ
れからも多くの人に私たちの学校で育て
ている花を観賞してもらいたい。

▲水戸農業高校の広大な敷地での放牧

第１編 進む『教育改革』
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●自然体験学習
地域の園児・児童を対象に生徒が指導
者となって，芋掘り，なし・ぶどうの収
穫等の自然体験活動が行われています。

ふれあい農業体験 ～高校段階から農業の厳しさと楽しさを肌で体験できる機会に～
県内の先進農家等で５日以内の宿泊を伴う体験実習が行われています。

▲インゲン豆の収穫（水戸農業高校）

就農促進 ～夢と希望を持った農業担い手の育成を目指して～
就農志向の生徒と卒業生（就業者）を対象に将来の農業に展望が持てるような研

修会や講演会等が実施されています。

茨城県では，他県にはない恵まれた環境を生かして，農業推進に対する

様々な取組が行われています。今後は，農業関連機関等との連携・協力を更

に深め，国際化や情報化等の社会の変化に対応した最先端技術や新しい経営

センスを持った人材の育成を目指しています。

しかし，何よりもまず，このような地域での様々な体験を通して，生徒自

身が将来への夢や希望、自信を持って，農業担い手としての意志を確立する

ことが大切です。やがて，茨城の農業ひいては日本の農業をリードする人材

が育ってくれることを期待します。

活動に参加して…（園児・保護者から）
・おにいちゃん，おねえちゃん，なしおいし
かったです。

・楽しい一日を過ごすことができました。
水戸農業高校の敷地の広さに驚きました。

実習を経験して…（生徒の感想）
…農業は天候によって左右されて大変だけど，そういう苦

しい困難な経験も必要ではないかと思います。農業は，とて
も疲れるし汚れます。しかし，自分が初めて植えた作物が
実ったときのうれしさや，失敗して作物が育たなかった悔し
さなどを経験することこそが大切ではないかと思うのです。
このような体験をいろいろな形で感じとることが，農業を志
す生徒には大切なことなのです。この学習はその意味で，こ
ういった経験のいい機会です。

就農指向者研修会に参加して…（生徒の感想）
今日は，茨城県立農業大学校と茨城花き流通センターに行ってき

ました。この研修に参加してみて改めて農業の重要さ，おもしろさ
を感じました。特に農業大学校で勉強している人たちは，すごく面
白そうにやっていて，輝いて見えました。
農業大学校は，ぼくの父の卒業した学校ということで，特によく

見てきました。父に話を聞いて農業大学校に行きたいと思っていた
んですが，自分で見学しさらに思いが強くなりました。今回の研修
は僕のこれからの歩いていく道を明るく照らしてくれました。

▲なしの収穫（猿島高校）

▲水耕ミツバ栽培見学

（真壁高校）

教育改革 Q&A ～教育改革に関する様々な疑問にお答えします～
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